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本人や家族に風邪症状が見られる場合、
子の世話を行う場合、災害事故休暇に

●休校中の教職員の勤務について、道教委に要請

３月２日、道教組は道高教組とともに、コロナウイルス感染症対策に係る教職員の勤務などに
ついて、道教委に要請を行いました。要求書などの書面は提出せず、口頭でのやりとりとなりま
した。主なやりとりについては、次の通りです。
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この２点について、道教委は、検討し、詳細が決まり次第、２、３日中に通知を出すと回答し
ました。そして、３月２日中に、表面□３の内容の通知を出しました。
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これらのすべてについて、「やむを得ない場合」と校長が認めたにはἴኂભ
ᥜとなります。対象の教職員については、３月２日から、災害事故休暇を取ることができます。

●その他の教職員の勤務についても、柔軟な対応を要請

文科省の通知には、コロナウイルスの感染拡大を防止するため、「在宅勤務や時差出勤を推進」
すると書かれています。道教委としても、感染拡大防止の観点から、すべての教職員に在宅勤務
を認めるべきと要請しました。
道教委は、文科省の通知にある「時差出勤」については、道職員もすでに制度導入したところ

であり、教職員にも適用させる検討は可能だと回答したものの、「在宅勤務」については、この場
では認めませんでした。
札幌市教委は、例外的に「自宅研修」を認めており、道教委に対して、今後も求めていきます。

●日額制の臨時・非常勤職員の勤務についても速やかな対応を要請

日額制の臨時・非常勤職員にとっては、臨時休校に伴い勤務がなくなることは、死活問題です。
文科省の通知には、非常勤職員の勤務について、次のような記述があります。

非常勤講師については、授業がない場合であっても、授業準備、年度末の成績処理や児童

生徒の家庭学習の支援などの業務を行うことにより、引き続き休校中においても任用するこ

とが考えられるところであり、各教育委員会において、当該非常勤講師の任用形態や学校の

運営状況等を踏まえながら、適切な対応をお願いしたいと考えています。

＊「新型コロナウイルス感染症対策のための小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校等における一斉臨時休業に関する
Ｑ＆Ａ（令和２年２月28日時点）」より

この記述を引き合いに出しながら、時間講師、支援員、スクールカウンセラーなどの臨時・非
常勤職員の勤務について、早急に適切な対応を行うよう求めました。
道教委は、文科省の通知内容をふまえて検討を行い、２～３日中には通知ができるようになる

だろうと回答しました。
勤務の判断は市町村教委になりますので、文科省の通知内容を伝えれば、適切な対応がなされ

ると思われます。それでも不適切な対応がある場合、道教組にご相談ください。

●学童の人員不足について、教員への協力要請を検討

３月２日の要請の場で、道教委は、学童の人員不足について、厚労省から文科省に協力要請が
あり、道教委として現時点で検討している内容が話されました。
現在、放課後の時間に行われている学童保育について、朝から開所することとし、人員不足を

補うため、子どもの指導の専門性に長けている教員に職務として協力を要請することとしていま
す。その場合、「あくまで、本人の意向を尊重すること」「学校外の場所で行う場合、旅費を支給
する」という内容で検討を進めているとのことです。


